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人この道　ひと筋

春の叙勲
褒章受章者

高
齢
者
叙
勲

　
昭
和
42
年
に
旧
日
吉
町
消
防
団
に
入

団
以
来
、
33
年
３
カ
月
と
い
う
長
き
に

わ
た
っ
て
消
防
団
活
動
に
従
事
。
そ
の

間
、
副
分
団
長
６
年
、
分
団
長
２
年
、

副
団
長
２
年
、
さ
ら
に
団
長
６
年
を
歴

任
し
、
消
防
団
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　
副
団
長
在
任
中
は
、
課
題
で
あ
っ
た

消
防
団
員
不
在
に
よ
る
昼
間
の
消
防
力

低
下
を
克
服
す
る
た
め
、
機
動
性
が
発

揮
で
き
る
役
場
職
員
に
よ
る
分
団
を
新

た
に
組
織
。
団
長
在
任
中
に
は
、
過
疎

化
や
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
を
守
る

た
め
に
、
住
民
自
ら
も
防
火
防
災
の
体

制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説

き
、
日
吉
町
で
初
の
自
主
防
災
組
織
を

結
成
。
ま
た
、
日
吉
ダ
ム
湖
周
辺
に
お

い
て
大
規
模
な
山
林
火
災
の
発
生
を
懸

念
し
、
隣
接
す
る
他
町
消
防
団
、
京
都

中
部
広
域
消
防
組
合
に
合
同
火
災
想
定

◇
勲
章
・
褒
章
は
栄
誉
の
し
る
し

　
勲
章
は
、
国
家
や
公
共
に
対
し
て
功

労
の
あ
っ
た
方
に
国
か
ら
授
与
さ
れ
る

記
章
の
こ
と
。
春
秋
叙
勲
の
ほ
か
に
、

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
、
高
齢
者
叙

勲
、
死
亡
叙
勲
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
褒
章
は
、
社
会
の
各
分
野
に
お
い
て

優
れ
た
行
い
や
功
績
の
あ
っ
た
方
な
ど

に
国
か
ら
授
与
さ
れ
る
記
章
の
こ
と
。

　
春
秋
叙
勲
・
褒
章
は
年
に
２
回
、
４

月
29
日
と
11
月
３
日
付
け
で
授
与
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
昭
和
37
年
に
八
木
町
で
和
牛
肥
育
経

営
を
開
始
以
来
、
和
牛
飼
育
一
筋
に
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
で
国
内
畜
産
振
興
に
大
き

く
貢
献
。
研
究
熱
心
で
、
出
荷
し
た
牛

肉
デ
ー
タ
を
集
め
て
分
析
結
果
に
基
づ

く
改
善
の
努
力
を
怠
ら
ず
、
そ
の
卓
越

し
た
経
営
手
腕
で
順
調
に
規
模
を
拡

大
。
平
成
６
年
に
「
有
限
会
社
京
都
丹

波
牧
場
」
を
設
立
し
、

代
表
取
締
役
社
長
に
就

任
。
最
高
級
の
和
牛
肉

生
産
を
目
指
し
、
血
統

交
配
デ
ー
タ
に
基
づ
く

素
牛
の
選
定
や
脂
肪
交

雑
（
サ
シ
）
を
高
め
る

飼
育
技
術
に
つ
い
て
研

究
を
重
ね
、
高
品
質
な

「
京
都
肉
」
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
会
長
と

し
て
北
海
道
や
三
重
県

で
も
肥
育
経
営
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
５
年
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
京
都
府
家
畜
商

業
協
同
組
合
連
合
会
の

会
長
、
社
団
法
人
日
本

家
畜
商
協
会
の
副
会
長

を
務
め
、
強
力
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
畜

産
業
界
か
ら
高
い
評
価

を
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

「時代に即した消防団運営」

磯部 源三郎さん（日吉町・63）

瑞宝単光章

殿
田
を
美
し
く
す
る
会（
日
吉
町
）

訓
練
を
呼
び
か
け
実
施
。
旧
日
吉
町
消

防
団
が
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
旗
を
受

章
し
た
際
に
は
、
表
彰
調
査
の
た
め
に

数
カ
月
に
及
ぶ
厳
し
い
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
民
の
理
解
、
協
力
体
制
を

得
て
、
見
事
に
統
率
指
揮
を
行
い
、
町

全
体
が
一
致
団
結
し
て
大
き
な
成
果
を

収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
も
、
地
域
防
災
の
た
め
に
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
地
元
の
自
主
防
災
組

織
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
昭
和
58
年
11
月
か
ら
平
成
７
年
11
月

ま
で
の
３
期
12
年
、
旧
八
木
町
議
会
議

員
と
し
て
地
域
の
発
展
に
寄
与
。
地
域

の
あ
ら
ゆ
る
要
望
や
問
題
に
対
応
す
る

べ
く
、
豊
富
な
見
識
と
指
導
力
で
住
民

の
先
頭
に
立
ち
、
地
域
と
行
政
と
の
パ

　
平
成
７
年
に
、
花
や
花
木
を
育
て
て

町
内
の
美
化
や
生
活
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
日
吉
町
殿
田
地

区
の
有
志
45
人
で
「
殿
田
を
美
し
く
す

る
会
」
を
発
足
。
以
来
13
年
間
、
日
吉

駅
前
や
日
吉
ダ
ム
な
ど
、
沿
道
に
季
節

ご
と
の
花
を
植
樹
し
、
歩
行
者
や
来
訪
者

の
心
を
和
ま
せ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
地
域
環
境

美
化
功
績
者
と
し
て
平
成
21
年
度
環
境

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
６
月
25
日
に

京
都
府
南
丹
広
域
振
興
局
長
か
ら
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

「『
京
都
肉
』ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
」

平
井

　
一
三
さ
ん（
八
木
町・66
）

黄
綬
褒
章

「地域と行政のパイプ役」

　瀨　陽一さん（八木町・88）

旭日単光章

イ
プ
役
と
し
て
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　
在
任
中
は
、
文

教
厚
生
常
任
委
員

長
、
鉄
道
・
国
道

対
策
特
別
委
員
長

な
ど
を
歴
任
さ

れ
、
副
議
長
を
２

年
間
務
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
間
、

八
木
町
地
内
へ
の
企
業
誘
致
、
地
区
公

民
館
の
設
置
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
の
建
設
な
ど
に
力
を
注
が
れ
ま

し
た
。
温
厚
誠
実
な
人
柄
で
広
く
住
民

の
信
望
を
得
ら
れ
、
関
係
機
関
や
地
元

調
整
に
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
大
臣
表
彰（
地
域
環
境
美
化
功
績
者
）を
受
賞

麻
田

　
勝
司
さ
ん（
八
木
町・71
）

　
平
成
５
年
に
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
て
以
来
、
行
政
相
談
委
員
と
し
て

16
年
に
わ
た
っ
て
国
な
ど
の
行
政
の
仕

事
に
関
す
る
苦
情
、
問
い
合
わ
せ
な
ど

の
相
談
を
受
け
て
解
決
を
図
る
業
務
に

従
事
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
業
績
が
認
め
ら
れ
、
５
月
13
日

に
メ
ル
パ
ル
ク
京
都
で
開
催
さ
れ
た
京

都
行
政
相
談
委
員
協
議
会
総
会
に
お
い

て
、
全
国
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議
会

会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞

黄廣


